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図書館をめぐって 

比較文化研究所長  浦田  義和 

専門は、日本近代文学なので、当然、“本”や図書館には随分と親しい。もちろん、研究者を志す前と後では、そ

の親しみ方は、ずいぶん質が異なっている。 

子供時代の記憶にあるのは、探検記や冒険ものだ。ワクワクドキドキしながら読んだ。昆虫記や児童向け空想物

語もその挿絵と共に楽しく耽読した。全共闘世代としての青年期を通過し、やがて研究者の道を歩むことになるが、

研究者になってからの図書館で一番身近なのは、複写（コピー）機である。図書館でやることといったら、読書では

ない。貴重資料の複写屋と化すのである。何しろ大量のコピーである。コピー機の紙がなくなるのは日常茶飯事といっ

ていいほど。たまに途中でインクがなくなる。自慢ではないが、コピーのスピードに掛けては、大方の人には負けないとい

う変な滑稽な自負を持っている。学生時代、たいてい喫茶店に置いてあった今は懐かしいインベーダーゲーム機で指

の訓練をしたからかもなどと、ちょっと得意になっているようだが、実際は、おっかなびっくり、周りを気にして作業する方が

多かった。 

これまで、多くの図書館に通った。日本近代文学関係の資料は、もちろんその多くが東京を中心とした関東圏の図

書館にあったから、当時九州からでもずいぶん通った。早稲田大学は書庫にかなりのコピー機が置いてあって便利だっ

た。蔵書数は多いが不便なのは、国会図書館である。ここは書庫に入れないし、本を請求するのでも、複写を頼むの

も並ばなければならない。大学図書館はおおむねカード式になり、そのうち 1 枚 10 円から 7 円とか 5 円ぐらいになっ

たので、貧乏研究者には随分と助かった。複写料金について言うと、国会は 20 円、ちょっと高い。もっと高いのは日本

近代文学館の 1 枚 100 円だが、そこにしかない資料なので仕方がない。貴重資料を複写してくれるだけでもいいの

かもしれない。外務省の外交資料室では、複写禁止で筆写した。いや、それもまだいい方かもしれない。中華人民

共和国の長春では、結局複写をあきらめたことがあった。台湾・台南の国家文学館にもずいぶん通って、自由に複写

させてもらった。ハワイ大学日本研究所の資料は、カメラ撮影は無料であったと記憶している。ソウルの中央図書館で

は、韓国人の ID がなければ複写できなかったので、留学生に借りたが、その代わり貴重資料はデジタル化が進んでい

て、あのー置く、ぱたんと閉じる、スイッチを押す、開ける、取り出すーという熟練した流れ手作業からは解放された。最

近は、日本国内でも、例えば国会のデジタル・アーカイブや京都日本文化研究所図書館の PDF 複写など、ずいぶん

と便利になったものである。 
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「図書館」 という場所 

法学部法律学科 4 年 工藤 一平 

図書館について、皆さんはどのような印象を持たれているでしょうか。読書の習慣がない人からすると、お堅くて、取っ

付きづらい印象があるのではないでしょうか。 

入学した当初の私が初めて図書館を訪れた時は、ああ、こんな素晴らしい図書館がある大学に入学できて良かっ

た、と感極まったものです。まず、図書館の開放感と清潔感が良い。2 階建ての建物で 1 階から 2 階へ吹き抜けにな

っているためか、窓から陽光が差し込み、いるだけでフレッシュな気分になれる。高校時代に、私は近くの大学図書館

を利用していましたが、そこはアスファルトがむき出しで、単に本を貯蔵するためだけに建てられた建物という感じであり、

お目当ての本を検索し、黙々と読む場所という雰囲気で、やはり、閉鎖的で気分が曇りました。  

御井図書館も本を貯蔵するための建物ではありますが、単にお目当ての本を探すだけではもったいない。私は、面

白い本を探しに冒険に来ているような気分になります。図書館に入ってすぐのフロアには、学生が「選書ツアー」に参加

して納本した本や、学生や教授のおすすめの本を紹介する知の玉手箱のコーナーがあります。私は、そのコーナーに立

つと、胸が高まる気がします。そこには、私が、これまで出会うことがなかった書物が並んでいるからです。このような本を、

同じ年頃の学生が読んでいるのかと思って、1 冊ずつ手に取ると、とてもその本に興味がわき、刺激を受けます。なぜ、

彼・彼女はこのような本を読みたいと思ったのか、どこに惹かれたのか、そう考えて手に取るのも、私の図書館の楽しみ

方の一つです。 

また、雑誌のラインナップも豊富です。さすがにホビーなど趣味に傾倒したような雑誌はあまりありませんが、書店でも

見ることのできるような雑誌から、アカデミックなもの、海外雑誌まで、幅広く取り揃えられています。古くなったものは処

分されるのではなく、数冊分を 1 冊に製本して、地下書庫に収納されるので、気に入れば、思う存分にその本を読み

尽くすことができるのです。 

地下書庫には、膨大な専門書が並んでいます。地上階で興味を持った分野の専門書を探しに行くのは、大学生

の特権のような気がします。最近はコンベアーで自動的に本を取りだしてくるシステムを取り入れた大学もあると聞きま

すが、ずらっと並ぶ専門書の森の中に入っていき、自分の足で彷徨い歩くのは、とても知的で得難い経験です。隣に

並ぶ本を手にとって思わぬ発見をすることもあります。 

これらの図書館の魅力に気づきはじめてからは、それ以前よりも図書館を有効的に活用できているように思います。

この小文が皆さんにとっても、図書館の楽しみ方の拡大に繋がればと思います。 
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